
１）消化器癌の内視鏡的診断と治療 

Olympus EVIS X1 システムを用いた、最新の観察 

女性医師による、大腸内視鏡検査 

胃・食道・大腸病変に対する内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD） 

内視鏡的粘膜切除術（EMR） 

ポリペクトミー（専用鉗子、専用スネアーを用いたコールドポリペクトミー） 

２）消化管出血に対する止血術 

出血性潰瘍に対する止血術；クリップ止血・局所注射など 

食道・胃静脈瘤に対する予防的治療および止血術：結紮術（EVL）・硬化療法（EIS）など 

大腸憩室出血に対する止血術：クリップ、結紮術(EVL)、留置スネアなど 

３）膵・胆道系の検査 

超音波内視鏡検査(EUS)による、胆膵疾患スクリーニング、膵臓エラストグラフィー検査 

内視鏡的逆行性胆道膵管造影(ERCP)下 胆管内・膵管内超音波検査(IDUS) 

４）閉塞性黄疸の治療 

内視鏡的胆道ドレナージ(ENBD・EBD) 

内視鏡的総胆管結石砕石術(EPLBD 含む) 

胆道ビデオスコープ(SpyglassDS)と電気水圧衝撃波結石破砕(EHL)による治療 

胆道狭窄に対する金属ステント留置術（EMS） 

経皮経肝胆嚢ドレナージ（PTGBD） 

超音波内視鏡下胆道ドレナージ（EUS-BD） 

５）消化管狭窄に対する治療 

食道・胃・十二指腸・結腸の悪性狭窄に対する内視鏡的金属ステント留置術 

良性食道狭窄に対するバルーン拡張術 

６）超音波内視鏡的検査/治療 

胃粘膜下腫瘍、膵腫瘍性病変に対する穿刺吸引組織診断 

膵嚢胞性疾患に対する、穿刺ドレナージ 

７）小腸内視鏡検査 

カプセル内視鏡を用いた、小腸疾患の検査（出血、貧血、原因不明の腰痛、原因不明の下痢など） 

バルーン式内視鏡を用いた、小腸疾患の検査（腫瘍、炎症性腸疾患、狭窄、原因不明の腰痛、原因不

明の下痢など）/治療(術後腸管の胆管結石など) 

８）腹部超音波検査 

肝疾患に対する、エラストグラフィー検査 

 


